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我謝 孟範 議員

�

我
謝
議
員　

上
与
那

原
地
内
ケ
ン
ロ
ク
商

事
裏
は
ヤ
ブ
蚊
が
発

生
。
汚
水
の
残
留
で

悪
臭
が
あ
り
早
急
の

解
決
を
と
四
年
前
に

取
り
上
げ
た
が
草
刈

り
の
み
で
あ
る
。
そ

我
謝
議
員　

町
立
と
認
可
保
育

園
の
運
営
費
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
浜
田
保
育
所
の
職
員
が

民
間
委
託
に
賛
成
し
て
い
る
が

理
解
で
き
な
い
、
な
ぜ
か
。
阿

知
利
保
育
所
の
正
職
員
が
欠
員

に
な
っ
た
ら
補
充
す
る
か
。
浜

田
・
阿
知
利
保
育
所
の
正
職
員

が
三
割
だ
が
ど
う
し
て
か
。
新

た
な
認
可
園
を
開
設
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

伊
集
福
祉
課
長　

保
育
所
運

営
費
で
町
立
は
す
べ
て
国
か

ら
交
付
税
措
置
で
私
立
保

育
園
は
国
・
五
十
％
、
県
・

二
十
五
％
、
町
二
十
五
％
で
あ

る
。
職
員
の
欠
員
は
確
保
す

る
。
職
員
が
民
間
委
託
に
賛
成

の
理
由
は
児
童
福
祉
の
専
門
職

と
し
て
保
育
所
運
営
の
み
で
な

く
本
町
子
育
て
中
の
す
べ
て
の

家
庭
を
支
援
す
る
に
お
い
て
現

状
の
職
員
数
で
効
果
的
な
事
業

推
進
の
た
め
の
結
論
で
あ
る
。

認
可
保
育
園
の
増
設
は
現
在

対
応
し
て
い
る
が
、
改
善
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
検
討
し
て

い
く
。

我
謝
議
員　

町
立
へ
の
措
置
費

が
あ
る
の
に
な
ぜ
正
職
員
が
三

割
な
の
か
、
民
間
や
近
隣
市
町

が
六
割
で
あ
る
根
拠
は
何
か
。

伊
集
福
祉
課
長　

運
営
措
置
費

が
あ
る
の
は
理
解
し
て
い
る
。

職
員
数
は
保
育
所
の
み
で
は
な

く
全
課
の
バ
ラ
ン
ス
が
あ
る
。

我
謝
議
員　

具
体
的
な
答
弁
が

な
い
。
合
併
離
脱
で
の
財
政
改

革
で
職
員
補
充
を
せ
ず
財
政
が

健
全
に
も
か
か
わ
ら
ず
対
処
し

な
い
の
が
現
実
で
は
な
い
か
。

の
間
課
長
が
三
名
変
わ
っ
て
い

る
が
事
務
引
き
継
ぎ
は
な
さ
れ

て
い
る
か
。

城
間
ま
ち
づ
く
り
課
長　

事
務

手
続
き
は
な
さ
れ
て
お
り
該
当

す
る
事
業
が
な
い
か
検
討
し
て

い
た
。
工
事
す
る
方
向
で
ま

と
ま
っ
て
お
り
早
急
に
整
備

す
る
。

託
し
た
が
、
時
間
を
要
し
不
手

際
で
説
明
で
き
な
か
っ
た
。

　

覚
書
は
六
項
目
で
一
、
町
は

誘
致
を
行
い
大
学
側
は
具
現
化

に
努
め
る
。
二
、
学
校
が
立
地

で
き
る
用
途
変
更
。
三
、
譲
渡

条
件
。
四
、
大
学
の
教
育
資
源

の
提
供
。
五
、
覚
書
に
な
い
課

題
、
期
限
が
来
年
三
月
三
十
一

日
の
設
定
。

我
謝
議
員　

学
校
、
住
宅
地
と

し
て
の
経
済
効
果
、
西
原
町
に

あ
る
キ
リ
短
等
調
査
し
対
比
す

る
よ
う
述
べ
た
が
、
反
映
さ
れ

て
な
い
。
覚
書
で
「
財
源
負

担
の
軽
減
を
図
る
よ
う
に
す

る
。」「
学
校
運
営
へ
で
き
る
限

り
の
支
援
を
行
う
。」
と
あ
る

が
何
を
指
し
て
い
る
か
。

城
間
ま
ち
づ
く
り
課
長　

学
校

配
置
と
住
宅
化
し
た
場
合
の
試

算
は
さ
れ
て
い
る
。

古
堅
町
長　

教
育
施
設
で
あ
れ

ば
積
極
的
に
協
力
す
べ
き
で
あ

り
、
価
格
に
つ
い
て
は
ち
ゃ
ん

と
し
た
内
容
の
結
め
を
し
て
お

り
な
ん
ら
意
図
は
な
い
。
議
会

に
対
し
て
の
説
明
は
十
分
や
り

共
有
し
た
い
。

排水路整備は

風
疹
予
防
に
つ
い
て

保

育

行

政
我
謝
議
員　

土
地
の
有
効
活
用

経
済
効
果
等
を
調
査
し
議
会
に

報
告
す
る
事
に
な
っ
て
い
た

が
、
こ
の
間
報
告
が
な
く
平
成

二
十
五
年
二
月
七
日
に
作
成
さ

れ
た
東
浜
地
域
教
育
施
設
誘
致

に
関
す
る
経
済
効
果
業
務
が
今

出
さ
れ
検
討
時
間
も
な
い
。
な

ぜ
そ
う
な
っ
て
い
る
か
。
大
学

側
と
覚
書
を
交
わ
し
て
い
る
が

報
告
を
。

城
間
ま
ち
づ
く
り
課
長　

り
ゅ

う
ぎ
ん
総
合
研
究
所
に
業
務
委

冒  

頭  

発  
言

　

湾
岸
道
路
沿
い
の
駐
車
場
の

解
放
で
活
用
さ
れ
て
お
り
生
涯

教
育
学
習
課
長
を
評
価
し
た

い
。

我
謝
議
員　

風
疹
予
防
で
予
算

の
対
処
が
な
さ
れ
て
い
る
が
妊

娠
初
期
の
女
性
が
風
疹
に
か
か

る
と
心
臓
疾
患
、
難
聴
、
先
天

性
風
疹
症
候
群
が
起
こ
る
恐
れ

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
厚

労
省
の
報
告
で
は
二
〇
代
か
ら

四
〇
代
の
十
五
％
が
予
防
接
種

が
な
さ
れ
て
な
い
。
町
と
し
て

ど
の
よ
う
に
周
知
徹
底
し
て
い

く
か
。

辺
土
名
健
康
保
険
課
長　

現
在

風
疹
の
予
防
接
種
は
二
回
実
施

さ
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ

ン
、
麻
疹
、
風
疹
の
混
合
ワ
ク

チ
ン
で
行
っ
て
い
る
。

　

第
一
期
が
一
歳
児
、
第
二
期

が
就
学
前
、
国
持
ち
で
無
料
で

あ
る
。
町
の
補
助
の
対
象
は
妊

娠
を
希
望
し
て
い
る
方
、
一
緒

に
同
居
し
て
い
る
家
族
で
あ

る
。
一
期
と
二
期
以
外
は
任
意

接
種
と
な
っ
て
い
る
が
障
害
児

の
こ
と
を
思
う
と
大
い
に
呼
び

か
け
て
接
種
さ
せ
た
い
。

大
学
誘
致
に
つ
い
て
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城間 盛光 議員

�

り
、
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い

て
は
、
こ
の
財
源
を
基
に
何
と

か
十
年
間
や
っ
て
い
け
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

城
間
議
員　

平
成
二
十
五
年
度

予
算
方
針
に
基
づ
い
て
、
費
用

対
効
果
と
か
後
年
度
負
担
と
か

十
分
検
討
と
い
う
方
針
が
出
て

い
る
割
り
に
は
、
一
括
交
付
金

事
業
は
ど
う
も
急
ぎ
足
で
こ
の

方
針
に
基
づ
い
て
い
な
い
よ
う

な
取
り
組
み
が
感
じ
ら
れ
る

が
、
そ
の
点
い
か
が
で
す
か
。

新
垣
企
画
財
政
課
長　

今
回
議

会
の
ほ
う
か
ら
多
く
指
摘
を
受

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
し
っ
か

り
精
査
を
し
て
事
業
化
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

城
間
議
員　

①
交
差
点
の
場
所

に
よ
っ
て
は
ど
こ
が
優
先
か
わ

か
り
づ
ら
い
。
出
会
い
が
し
ら

で
事
故
に
な
る
可
能
性
が
大
き

く
、何
か
対
策
は
出
来
な
い
か
。

②
東
浜
か
ら
え
び
す
通
り
へ
の

道
路
（
町
道
六
号
線
）
最
近
交

通
量
が
増
え
、
ス
ピ
ー
ド
を
出

す
車
両
も
増
え
て
危
険
な
状
況

で
あ
り
、
横
断
歩
道
で
手
を
上

げ
て
も
止
ま
ら
な
い
。
特
に
高

齢
者
は
、
渡
る
時
に
苦
労
し
て

い
る
。
速
度
表
示
か
何
ら
か
の

対
策
が
出
来
な
い
か
。

新
里
総
務
課
参
事　

優
先
道
路

が
ど
こ
で
あ
る
か
、
わ
か
り
や

す
い
よ
う
に
再
度
検
討
し
、
現

場
を
検
証
し
な
が
ら
優
先
道
路

及
び
事
故
の
防
止
等
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　

道
路
標
識
に
つ
い
て
は
県
の

ほ
う
で
設
置
と
な
っ
て
い
ま
す

が
効
果
的
で
あ
れ
ば
町
と
し
て

も
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
横
断
す
る
歩
行
者
の

安
全
性
も
含
め
ま
し
て
、
県
に

信
号
機
の
設
置
等
に
つ
い
て
も

要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

城
間
議
員　

え
び
す
通
り
は
昔

か
ら
の
生
活
道
路
で
、
結
構
横

断
者
が
多
い
の
で
、
速
度
表
示

が
そ
れ
に
近
い
よ
う
な
看
板
か

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
終
決
定
は
議
会
が
や
る
わ
け

だ
か
ら
決
定
す
る
私
た
ち
は
責

任
が
あ
り
ま
す
。
判
断
し
議
論

し
て
決
定
す
る
ま
で
に
時
間
も

必
要
だ
し
、
今
後
し
っ
か
り
議

会
と
執
行
部
が
信
頼
関
係
を
築

い
て
い
け
る
よ
う
に
、
町
長
ご

見
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

古
堅
町
長　

ご
指
摘
に
つ
い
て

は
、
議
会
へ
の
十
分
な
る
説
明

あ
る
い
は
遅
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
本
当
に
申
し

訳
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
議
論
も

し
な
が
ら
、
意
見
も
拝
聴
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
に

最
大
の
努
力
を
払
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
国

政
の
動
向
等
も
し
っ
か
り
分
析

し
な
が
ら
、
一
括
交
付
金
事
業

に
つ
い
て
も
再
度
計
画
の
見
直

し
を
行
い
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

城
間
議
員　

県
の
財
政
、
一
括

交
付
金
事
業
で
借
金
が
増
え

て
四
年
後
に
は
収
支
不
足
が

一
五
五
億
円
に
な
る
と
、
比
較

は
出
来
な
い
が
、
町
と
し
て
の

今
の
状
態
、
数
字
的
に
こ
う

い
っ
た
厳
し
さ
と
い
う
の
は
ど

う
か
。

新
垣
企
画
財
政
課
長　

財
政
健

全
化
計
画
等
に
よ
っ
て
、
財
政

調
整
基
金
が
十
五
億
円
程
度
あ

複
合
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て

維
持
管
理
費
等
議

論
は
さ
れ
た
の
か

東
浜
地
区
の

各
交
差
点
の

交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て

城
間
議
員　

複
合
施
設
整
備
事

業
、
一
括
交
付
金
事
業
等
を
含

め
た
、
中
長
期
財
政
計
画
は
策

定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

新
垣
企
画
財
政
課
長　

新
た
な

財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
成

の
た
め
に
、
各
課
に
平
成
三
十

年
度
ま
で
の
事
業
計
画
の
も
と

と
な
る
資
料
提
出
を
お
願
い
し

与
那
原
町
の
事
業

の
進
め
方
に
つ
い
て

城
間
議
員　

複
合
施
設
整
備
事

業
、
軽
便
鉄
道
跡
地
整
備
事
業

等
議
会
へ
の
説
明
が
遅
い
、
議

会
と
し
て
正
式
に
聞
い
た
こ
と

が
な
い
う
ち
に
、
話
が
進
ん
で

議
論
す
る
時
間
も
な
い
。
町
長

提
案
し
た
議
案
に
対
し
て
は
、

危険な東浜地区の交差点

複合施設整備事業
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平成24年度政務調査費収支報告書
（平成２４年４月～平成２５年３月）

政務調査費とは与那原町議会議員の町政に関する調査研究のための経費の一部を町から交付
　●交付額・・・１人当たり年間60,000円（月額5,000円×12カ月分）
　●交付対象となる経費
①調査研究費 ②研修費 ③会議費 ④資料作成費 ⑤資料購入費 ⑥広報費 ⑦事務費
町の事務及び地
方行政に関する
調査研究のため
の経費（交通費、
宿泊費等）

研修会・講演会
等への参加のた
めの経費（会費、
交通費、宿泊費
等）

議員が行う地域住
民の意見・要望等
を聴取するための
会議の経費（会場
費、機材借上費、
資料印刷等）

議会審議に必要
な資料作成のた
めの経費（印刷
製本費等）

調査研究に必要
な図書、新聞、
資料等の購入費

議員活動及び町
政に関する政策
等の広報活動の
費用（印刷費等）

調査研究に係る
事務遂行に必要
な経費（事務用
品、切手等）

氏　　名 交付総額 使　　途 残余金 内　    容調査研究費 資料購入費 合　計

仲 里　 司 60,000 49,824 20,790 70,614 0 視察研修（うるま市・本部町・国頭村・宮古島市）、
書籍購入

当 真　 聡 60,000 49,824 0 49,824 10,176 視察研修（うるま市・本部町・国頭村・宮古島市）

山 口　 修 60,000 73,035 7,920 80,955 0 視察研修（愛媛県伊予市）、書籍購入費

津波古　国明 60,000 73,035 0 73,035 0 視察研修（愛媛県伊予市）

上江洲　安昌 60,000 73,035 9,990 83,025 0 視察研修（愛媛県伊予市）、書籍購入費

田 中　 直 子 60,000 83,531 7,920 91,451 0 視察研修（うるま市・本部町・国頭村・愛媛県伊予市）、
書籍購入

喜屋武　一彦 60,000 49,824 7,920 57,744 2,256 視察研修（うるま市・本部町・国頭村・宮古島市）、
書籍購入

比 嘉　 徳 雄 60,000 49,824 5,600 55,424 4,576 視察研修（うるま市・本部町・国頭村・宮古島市）、
書籍購入

上 原　 晃 60,000 83,531 0 83,531 0 視察研修（うるま市・本部町・国頭村・愛媛県伊予市）、
書籍購入

我 謝　 孟 範 60,000 73,035 0 73,035 0 視察研修（愛媛県伊予市）

城 間　 盛 光 60,000 83,531 7,920 91,451 0 視察研修（うるま市・本部町・国頭村・愛媛県伊予市）、
書籍購入

識 名　 盛 紀 60,000 83,531 7,920 91,451 0 視察研修（うるま市・本部町・国頭村・愛媛県伊予市）、
書籍購入

計 720,000 825,560 75,980 901,540 17,008

愛媛県伊予市　シーサイド公園（夕日のまちづくり）うるま市　ミーバイ養殖

※研修内容・・・うるま市（窓口業務民間委託・養殖漁業）、本部町（養殖漁業）、国頭村（パークゴルフ）、	
　　　　　　　　宮古島市（学校教育・環境・地域活性）、愛媛県伊予市（地域資源を活かしたまちづくり）
※交付申請をしなかった議員・・・糸洲　朝光、津波　弘
※残余金は町に返還します。
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議会広報委員会から
委員長　上江洲　安昌
　今回、議会広報委員長として「議会だより」の編集に関わることになりました。
　議会広報委員会は常に議会の果たすべき役割とは何か。町民の目に議会はどのように映し出されているか。
遠い存在に思われていないか。その事に思いを寄せながら、行政側との緊張の中で日々の活動を進めていき
ます。「議会だより」も「議会基本条例」に基づいて多くの町民が議会と町政に関心を持つよう努めていきた
いと思います。

副委員長　舩谷　政喜
　今回広報委員の副委員長となりました。
　聞けば広報委員は、新人議員の登竜門となる所だそうです。
　しっかり他議員の議会活動など、町の皆さまに見やすく分かりやすく掲載する事に務めたいと思います。
　また、議会広報の全国大会もあるとの事で出場して入賞を目指したいと思います。誰でも分かりやすい広
報作りを目指しております。皆さまのご指導よろしくお願いいたします。

委員　田中　直子
　第十七期議員として、再度広報委員で議会だよりの編集に関わり、町民の皆様にわかりやすく心がけて編
集しております。議員は町民の様々な願い要求の実現に向けて、執行部に届ける町民の代弁者であります。
議会だよりは町議会の活動が見える町民の身近な存在です。議員にとって一般質問は議員の命ともいわれる
大事な手段です。この「議会だより」ぜひ読まれて下さい。

委員　山口　修
　「議会だより」を発行する議会広報常任委員会の委員を継続することになりました。
　町民の皆様が読む気になる紙面づくりを第一に考え、分かりやすく、写真等も多用し各議員の議会活動を
報告していきたいと思います。
　議会だよりは、本会議議事録を基に構成されています。ぜひ図書館、各公民館に配布してありますのでご
参照いただければと思います。

委員　当真　聡
　町民の皆さまと諸先輩議員のご指導を受け、無事２期目の議会活動をスタートする事ができました事に感
謝いたします。
　２期目も一期目同様議会広報常任委員会として町民の皆さまに議員の活動やお伝えすべき内容を分かりや
すく読みやすい文面で「議会だより」を通して発信していこうと考えております。初心を忘れずに今期もガ
ンバリますので「議会だより」の愛読をお願い申し上げます。

委員　松長　康二
　第17期の議会広報委員として、「議会だより」の編集に関わり、町民の皆様へ我々の活動、ほんの一部では
ありますが、議会においての発言などを分かりやすく、伝わるよう編集に努めていく所存であります。
　新人議員として、先輩の方々にもご指導をあおぎながら成長していきますので、今後ともよろしくお願い
いたします。
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